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「
八
重
山
古
典
民

謡
」
と
い
う
伝
統

芸
能
の
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
、

数
ヶ
月
が
経
過
し

た
。
自
由
気
ま
ま

に
弾
き
歌
っ
て
き

た
者
に
は
、
形
式
重
視
は
戸
惑

い
も
多
い
が
、
新
た
な
発
見
も

多
く
あ
り
、
楽
し
く
稽
古
を
続

け
て
い
る
▼
八
重
山
の
島
々
で

数
百
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
る

唄
に
は
、
現
代
か
ら
想
像
で
き

な
い
よ
う
な
厳
し
い
時
代
を
生

き
た
人
々
の
、
幸
せ
を
願
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
あ
る
。
そ
し
て
今
そ
の
唄

に
私
た
ち
が
触
れ
ら
れ
る
の

は
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
も

の
を
大
切
に
し
、
次
の
世
代
へ

受
け
渡
し
て
き
た
人
々
の
努
力

が
あ
る
か
ら
だ
。ア
ラ
還
に
は
、

伝
統
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
年
月

は
長
く
残
さ
れ
て
な
い
が
、
精

い
っ
ぱ
い
努
力
は
し
た
い
。
そ

し
て
可
能
で
あ
れ
ば
、
伝
え
て

い
き
た
い
と
も
思
う
▼
組
合
活

動
は
時
代
に
応
じ
て
変
わ
っ
て

い
く
が
、
根
幹
に
は
先
人
が
繋

い
で
き
た
も
の
を
伝
え
て
い
く

と
い
う
、
伝
統
芸
能
に
通
じ
る

も
の
が
あ
る
と
感
じ
る
。
途
切

れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

　

政
府
は
２
０
２
１
年
９
月
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進

さ
せ「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
デ
ジ
タ

ル
庁
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
は
各
自
治
体
に

対
し
て
ク
ラ
ウ
ド
利
用
を
前
提

と
し
た
業
務
改
革
と
規
制
改
革

に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
最

適
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
は
自
治
体
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
・
先
行
事
業

等
を
念
頭
に
期
間
業
務
向
け
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
整

備
、
２
０
２
２
年
度
以
降
は
公

共
サ
ー
ビ
ス
メ
ッ
シ
ュ
を
念
頭

に
既
存
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
と
し
て

接
続
、連
携
す
る
と
し
て
お
り
、

２
０
２
５
年
度
ま
で
に
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
上
に
構
築
さ
れ

た
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
移
行

で
き
る
よ
う
、
自
治
体
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準
化
を
進

め
る
と
し
、
今
回
の
標
準
化
の

対
象
は
法
律
で
決
め
ら
れ
た
業

務
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
が
普
及

し
て
い
る
17
業
務
と
戸
籍
、
戸

籍
附
票
、
印
鑑
登
録
も
加
え
た

20
業
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
政
府
も
デ
ジ
タ

ル
化
へ
と
舵
を
切
り
、
市
民
に

対
し
て
聞
こ
え
が
い
い
フ
レ
ー

ズ
で
す
が
、
職
員
に
と
っ
て
は

よ
り
高
度
な
技
術
・
知
識
が
必

要
と
な
る
こ
と
や
そ
も
そ
も
人

員
が
不
足
し
、
こ
れ
ま
で
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
問
題
の

よ
う
に
、
施
策
に
振
り
回
さ
れ

て
い
る
現
状
も
あ
り
「
デ
ジ
タ

シリーズ「一歩前へ」●⑥ 

「自治体DXにどう取り組むのか」
ＡⅠは良い道具ですが  　
人の代わりはできません。

ル
化
は
人
員
を
減
ら
せ
る
」
で

は
な
く
、
よ
り
知
識
の
高
い
職

員
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
Ｄ

Ｘ
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
も
Ｐ
Ｃ
と
同

じ
道
具
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
も

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
や
よ
り

良
い
道
具
を
活
用
す
る
こ
と
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
も
と

よ
り
、
私
た
ち
組
合
員
が
働
き

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
を

作
り
、
そ
も
そ
も
定
時
に
帰
る

た
め
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
体
は
人
間
力
勝
負
で
す
。

30日　町職連協定期総会（上郡町役場）

30日　青年部定期総会（兵庫県職員会館）

30日　女性部定期総会（ひょうご女性交流会館）

当面の日程

  宝塚社協労組の苅田委員長 発言を行う戎副委員長

　

自
治
労
第
97
回
定
期
大
会
が
８
月
28
～
30
日
に
北
海
道
函

館
市
で
開
催
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
と
な
っ
た
大
会
へ

は
、
全
国
か
ら
約
３
４
０
０
人
の
代
議
員・傍
聴
者
が
参
加
し
、

向
こ
う
２
年
間
の
運
動
方
針
と
新
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

　

大
会
初
日
に
は
新
規
加
盟
組

合
が
確
認
さ
れ
、
兵
庫
か
ら
は

宝
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
労
働

組
合
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

兵
庫
か
ら
は
戎
剛
副
委
員
長

が
「
未
組
織
自
治
体
で
の
会
計

年
度
の
組
織
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、実
現
で
き
て
い
な
い
。

基
本
単
組
に
組
織
化
の
必
要
性

を
強
く
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
長
時
間
労
働
縮
減
に
向
け

て
、安
全
衛
生
委
員
会
は
有
効
。

よ
り
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み

を
」
と
会
計
年
度
の
組
織
化
と

長
時
間
労
働
に
つ
い
て
発
言
し

討
論
に
参
加
し
た
。

　

大
会
は
３
日
間
の
討
論
を
経

て
、
運
動
方
針
を
は
じ
め
と
す

る
６
つ
の
議
案
は
、
電
子
投
票

で
の
採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
大
会
で
は
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
川
本
淳
委

員
長
が
退
任
し
、
新
中
央
執
行

委
員
長
に
北
海
道
本
部
出
身
の

石
上
千
博
さ
ん
が
選
出
さ
れ
新

た
な
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

　

最
後
に
「
自
治
労
は
『
平
和

と
信
頼
の
社
会
』『
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
』
を
め
ざ
し
、

共
生
と
連
帯
に
基
づ
く
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
運

動
を
さ
ら
に
前
に
進
め
る
」
と

し
た
大
会
宣
言（
案
）を
採
択
し

石
上
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
閉
会
し
た
。

　

自
治
労
水
週
間
の
取
り
組
み

と
し
て
８
月
5
日
に
７
単
組
19

人
参
加
の
も
と
、神
河
町
で「
神

河
の
自
然
を
守
る
取
り
組
み
ツ

ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

キ
ン
キ
サ
イ
ン（
株
）本
社
第

二
工
場
で
の
伊
藤
園
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
飲
料
「
お
ー
い
お
茶
」
の

製
造
工
程
の
見
学
で
は
、
地
域

の
水
資
源（
地
下
水
）を
活
用

し
飲
料
を
製
造
し
て
い
る
こ
と

や
、
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し

て
い
る
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
上
野
英
一
県
会
議
員

よ
り
自
然
と
の
関
わ
り
や
、
そ

の
関
り
を
通
じ
た
組
合
活
動
に

つ
い
て
記
念
講
演
を
受
け
た
。 工場見学の様子

　

部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
合

会
・
部
落
解
放
兵
庫
県
民
共
闘

会
議
は
、
８
月
6
日
に
兵
庫
県

民
会
館
で
「
狭
山
事
件
の
再
審

を
求
め
る
県
民
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
た
。

　

集
会
で
は
、
無
実
を
訴
え
再

審
を
求
め
た
た
か
い
続
け
る
石

川
一
雄
さ
ん
夫
婦
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視

聴
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
狭

山
弁
護
団
の
竹
下
政
行
弁
護
士

が
再
審
請
求
に
お
け
る
証
拠
開

示
の
経
過
や
様
々
な
証
拠
に
関

し
て
丁
寧
に
説
明
が
さ
れ
た
。

石
川
さ
ん
の
冤
罪
を
晴
ら
す
た

め
、
早
急
な
再
審
開
始
に
向
け

て
世
論
を
喚
起
し
、
取
り
組
み

強
化
が
重
要
で
あ
る
と
集
会
参

加
者
全
体
で
確
認
し
た
。

多くの参加者がつめかけた

地球沸騰化

吉 田 ノ ボ

神河の自然を守る取り組みツアー

限りある資源の活用など
自然との関わりを学ぶ

再
審
を
開
始
さ
せ
よ
う

冤
罪
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い

自治労定期大会

２
年
間
の
方
針
と
新
体
制
を
確
立

兵
庫
か
ら
は
組
織
化
と
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
発
言
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県
本
部
は
10
月
７
日
に
第
74

回
定
期
大
会
を
開
催
す
る
。
来

年
は
県
本
部
結
成
70
周
年
の
節

目
の
年
。

　

定
期
大
会
に
向
け
て
尾
西
亮

太
郎
書
記
長
に
来
年
度
の
取
り

組
み
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
。

昨
年
は
「
一
歩
前
へ
」
を
合
言

葉
に
運
動
を
構
築
し
た
が
、
今

回
の
運
動
方
針
の
柱
は
？

　

今
回
、
８
月
28
～
30
日
に
開

催
さ
れ
た
第
97
回
中
央
本
部
定

期
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
声

を
力
に
一
歩
前
へ
」
で
し
た
。

県
本
部
が
一
足
早
く
「
一
歩
前

へ
」
を
柱
に
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
本
部

に
追
い
つ
か
れ
そ
う
な
の
で
、

今
年
は
２
歩
前
へ
？
と
思
い
ま

し
た
が
、
今
年
も
引
き
続
き

い
ろ
ん
な
取
り
組
み
に
対
し
て

「
一
歩
前
へ
」
を
柱
に
進
め
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
世
代
に
組
織
と
運
動
を
継
承

す
る
た
め
に
も
、
単
組
強
化
が

必
要
と
考
え
る
が
？

　

次
世
代
に
組
織
と
運
動
を
継

承
す
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
職

場
オ
ル
グ
や
学
習
会
、集
会
等
、

対
面
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
必
要
に
応
じ
て
ウ
ェ
ブ

も
活
用
し
、少
し
で
も
多
く
の

組
合
員
と
の
関
り
を
追
求
す
る

中
で
、運
動
の
必
要
性
等
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

最
後
に
組
合
員
へ
ひ
と
言

　

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
自
治
体
職
場
で
の
労
働
組
合

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

財
政
難
を
理
由
に
簡
単
に
民
営

化
、
委
託
化
が
提
案
さ
れ
る
状

況
の
中
、
労
働
組
合
は
そ
こ
で

働
く
組
合
員
を
守
る
た
め
、
交

渉
を
進
め
、
合
理
化
提
案
の
撤

回
も
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
10
年
、
50
年
、
１
０
０
年
後

の
自
治
体
を
守
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
自
治
労
に
結
集

し
、
働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ

し
て
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

新議長の三宅一茂さん（右から２人目）
　

自
治
体
外
郭
団
体
等
の
労
働

組
合
で
構
成
す
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
民
間
労
組
協
議
会
は
、
９

月
2
日
、
神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
で
第
23
回
定
期
総

会
を
開
催
し
た
。

　

大
野
議
長
は
「
交
流
を
大
切

に
し
て
団
結
を
強
め
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
経
過
報
告

で
は
、
宝
塚
社
協
労
組
苅
田
委

員
長
が
新
規
結
成
を
報
告
し
た
。

　

新
年
度
方
針
で
は
、
物
価
高

騰
に
賃
金
改
善
が
追
い
付
い
て

い
な
い
現
状
を
確
認
し
、
ス
ト

権
を
確
立
し
秋
闘
と
春
闘
に
取

り
組
む
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

土
曜
開
催
の
た
め
総
会
か
ら

親
子
で
の
参
加
も
あ
り
、
恒
例

と
な
っ
た
総
会
後
の
レ
ク
で

は
、
食
事
交
流
と
果
樹
園
で
ぶ

ど
う
狩
り
を
楽
し
ん
だ
。

総会には親子での参加もあった

議
長　
　
　

五
百
旗
頭　

英
裕

　
（
神
戸
交
通
労
組
）

副
議
長　
　

宮　

城　

辰　

人

　
（
伊
丹
交
通
労
組
）

事
務
局
長　

奥　
　
　

博　

之
　
（
神
戸
交
通
労
組
）

幹
事　
　
　

藤　

野　

雄　

大

　
（
神
戸
交
通
労
組
）

幹
事　
　
　

木　

田　
　
　

誠

　
（
伊
丹
交
通
労
組
）

今後の取り組みを全員で確認した

　

県
本
部
都
市
公
共
交
通
評
議

会
は
８
月
10
日
に
第
11
回
総
会

を
、
神
戸
市
教
育
会
館
で
開
催

し
た
。

　

公
営
交
通
維
持
・
存
続
と
働

く
者
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
と

の
基
本
方
針
の
も
と
、
２
０
２

３
年
度
活
動
経
過
報
告
、
２
０

２
４
年
度
運
動
方
針（
案
）、
２

０
２
４
年
度
役
員
体
制（
案
）

に
つ
い
て
、
奥
博
之
事
務
局
長

か
ら
報
告
・
提
案
が
さ
れ
、
全

体
で
承
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
単
組
報
告
を
行

い
、
都
市
公
共
交
通
評
議
会
の

課
題
を
共
有
し
、
今
後
の
取
り

組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

【
２
０
２
４
役
員
体
制
】

　

県
本
部
公
営
企
業
評
議
会
は

９
月
１
～
２
日
に
か
け
て
、
新

温
泉
町
「
ゆ
め
春
来
」
で
第
25

回
総
会
及
び
２
０
２
３
公
企
集

会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
で
西
本
斎
弘
公
企
評
議

長
は
「
様
々
な
課
題
が
あ
る
中

で
、
と
り
わ
け
人
員
の
確
保
、

育
成
に
つ
い
て
は
極
め
て
厳
し

く
、
技
術
の
継
承
や
災
害
時
の

対
応
が
今
の
人
員
で
は
対
応
出

来
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

職
場
の
処
遇
改
善
に
向
け
て
10

月
の
現
業
公
企
統
一
闘
争
第
２

次
闘
争
で
私
た
ち
が
持
つ
権
利

を
最
大
限
生
か
し
た
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

次
に
三
宅
一
茂
事
務
局
長
か

ら
活
動
経
過
報
告
、
活
動
方
針

（
案
）、
県
に
提
出
し
た
２
０
２

３
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
申
入

書
を
提
起
し
、
石
田
富
勇
事
務

局
次
長
か
ら
新
四
役
体
制（
案
）

の
提
案
が
行
わ
れ
、
全
体
の
拍

手
で
確
認
し
、
三
宅
一
茂
新
議

長
の
発
声
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
総
会
を
終
了
し
た
。

公営企業評議会総会・公企集会

現業公企闘争で権利を最大限に生かす
三宅一茂さん（宝塚市職労）を新議長に選出

都市交通評議会総会

公営交通の維持・存続と
働く者の雇用と生活を守る

公共民間協総会

交
流
を
大
切
に
団
結
強
化

ス
ト
権
を
確
立
し
賃
金
改
善
め
ざ
す

尾
西
書
記
長
に
聞
く

県
本
部
方
針
の
ポ
イ
ン
ト


